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２．研究成果  

初代星形成の非理想磁気流体効果を考慮したシミュレーションをおこない、初代星形成の

際は両極性拡散があまり効かず、ガスの収縮に伴って磁場増幅が効率的に起こることを明

らかにした。 

周囲からのX線を受けた環境での初代星形成のシミュレーションにおいて、同時に生まれた

複数の星同士の軌道が円軌道からズレることで、軌道の近点において降着率や光度が増加

することを明らかにした。 

初期宇宙に生まれる可能性がある 10の 4乗太陽質量をもつ超大質量星の形成について、新

たな輻射流体コードを開発することで星の内部構造まで分解したシミュレーションをおこ

ない、超大質量星形成の初期進化を明らかにした。 

初代銀河形成の際の星団の形成と進化をシミュレーションによって調べ、初代銀河は複数

の星団を含む不規則銀河として生まれることを明らかにした。 

複数のガス雲のサンプルに対して初代星形成シミュレーションをおこなうことで、初代星

は典型的に大質量・長距離連星（多重星）として生まれることを明らかにした。 

銀河スケールのシミュレーション実行中に高密度ガス雲を同定し、それらの衝突判定を行

うアルゴリズムを開発した。この方法を用いて、ガス雲同士の衝突によって誘発される星

形成のモデルを取り入れた銀河スケールのシミュレーションを行い、星形成の半分以上が

衝突による星形成である可能性を示した。また、分子雲同士の衝突の磁気流体シミュレー

ションを行い、大質量分子雲コア形成に衝突速度や分子雲の柱密度が与える影響を明らか

にした。 

Warm Dark Matter を仮定したシミュレーションを行い、低質量サブハローの数が Cold 

Dark Matter と比べてどの程度抑制されるかを評価し、準解析的モデルと比較を行った。

その結果、低質量サブハロー数の CDM に対する減少の順解析的モデルによる予言がシミュ

レーションのそれと非常によく一致することが分かった。 
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